
2011 中国大陸地域の
投資環境とリスク調査（2）

台湾区電機電子工業同業公会（TEMMA）で
は、毎年中国大陸における投資環境とリスク
調査を行っていますが、2011 年版概要の日本
語訳をここに紹介します。

第二編 2011《TEEMA調査報告》中国の都市
ランキング

3．調査サンプルの構造分析

2011《TEEMA調査報告》は、合計 3,075 件の
アンケートを回収した。有効回答は 2,795 件で、
2010 年の 2,618 件を上回った。2011 年の無効回
答は 280 件であった。無効回答の内訳は、(1)記
入回答が不完全（46 件）、(2)回答内容がロジック
に合わない（58 件）、(3)インターネットを利用し
た記入回答者による不誠実な回答や、事実に即し
ていない回答（137 件）、(4)有効回収数の 15 件に
達していない都市の回答（39 件）であった。

2011《TEEMA調査報告》では、上述の4つの

タイプに当てはまる回答を無効として処理した。
これは、有効回答 15 件以上の基準を満たし、今回
の調査分析の対象都市となった 104 都市と区別す
るためである。2011《TEEMA 調査報告》では、
有効回答 15 件以上の都市の有効回答を統計分析
の対象としたが、これに該当する回答は 2,795 件
であった。そのうちパネル調査システムによる回
収は 1,285 件で、2010 年の 1,216 件を上回った。
郵送、ファクス、職員による訪問、または在中国
の台湾企業協会（中国語では「台商協会」）の協力
に よ る 回 収 が 合 計 1,510 件 だ っ た。2011
《TEEMA 調査報告》で調査分析の対象都市と
なったのは 104 都市で、2010 年の 100 都市に比べ
て 4.00%の増加となった。

❶ 2011《TEEMA調査報告》台湾企業の中国での
ビジネストラブル分析
2011《TEEMA 調査報告》では、回収した
2,795 件の有効回答を対象に、中国進出台湾企業
が直面したビジネス上のトラブル事例について分
析を行った。表1が示す通り、ビジネス上のトラ
ブルは 3,605 事例に上った。この 3,605 事例とい
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表1 2011《TEEMA調査報告》地域別に見たビジネストラブル発生

地域 有効回答 トラブル
事例

トラブル
発生率

全体に
占める比率

解決方法
満足度

司法 現地
政府 仲裁 台湾企

業協会
個 人
ルート

❶華東 1230 1317 107.07% 36.53% 254 213 125 136 83 72.41%

❷華南 741 873 117.81% 24.22% 143 181 69 168 89 68.94%

❸華北 351 587 167.24% 16.28% 44 63 44 89 30 65.73%

❹華中 213 415 194.84% 11.51% 36 73 29 36 26 62.20%

❺西南 157 233 148.41% 6.46% 29 30 17 48 12 75.90%

❻東北 72 142 197.22% 3.94% 20 18 12 14 10 58.49%

❼西北 31 38 122.58% 1.05% 4 1 4 3 2 72.73%

総合 2795 3605 128.98% 100.00% 530 579 300 494 252 69.38%



う数字は、2,795 件の有効回答サンプルで選択さ
れたビジネストラブルの事例の合計である。アン
ケートの設問では合計 12 種類のトラブル事例を
挙げ、複数回答可能としていたことから、12 項目
の全タイプのトラブルが発生した企業もあれば、
どのタイプのトラブルも発生しなかった企業も
あった。故に 2011《TEEMA調査報告》では、こ
の 3,605 事例のトラブルを統計の基礎とした。
地域別に見た場合、表1が示すとおり、トラブ
ルの発生率は地域によってかなり明確な差がある
ことが分かる。トラブルの発生率が高い経済地域
は、(1) 東 北 地 区 (197.22%)、(2) 華 中 地 区
(194.84%)、(3)華北地区(167.24%）、(4)西南地
区(148.41%)、(5)西北地区(122.58%)、(6)華南
地区(117.81%)、(7)華東地区(107.07%)の順で
あった。
2011《TEEMA調査報告》では、12 項目のビジ
ネストラブルの調査結果と、その伸び率を表2に

まとめた。それによると中国進出台湾企業が直面
したトラブル事例の上位5位は(1)労務、(2)土
地・建屋、(3)契約、(4)債務、(5)売買であった。
そのうち「労務」が占める比重が最も大きく、893
件、24.77% に達した。2位の「土地・建屋」は
476 件、13.20% だった。2010 年と 2011 年の調査
結果を比較するため、中国進出台湾企業が直面し
たビジネストラブルの事例のうち、伸び率が高
かったものを、調整後（毎年のサンプル数が異な
るため、2つの年度の結果を比較するために、サ
ンプル数を標準化した後、その伸び率を百分率に
して算出）の百分率で見てみると、12 項目のトラ
ブル事例のうち伸び率が大きかったのは、(1)商
標(22.68%)、(2)合資・合弁(18.25%)であった。
一方、下げ率が大きかったのは、(1) 貿 易
(-28.88%)、(2)土地・建屋（-17.74%）、(3)医療・
保健(-12.42%)であった。
《TEEMA調査報告》では、台湾企業が中国で
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表2 2010-11 台湾企業の対中投資におけるビジネストラブルの伸び率

トラブルの種類 2010
（N=2618）

調整前の
伸び率

2010
調整値

調整後の
伸び率

2011
（N=2795） 伸び率順位

❶労務 842 6.06% 899 -0.66% 893 3

❷土地・建屋 542 -12.18% 579 -17.74% 476 11

❸契約 346 3.47% 369 -3.08% 358 4

❹債務 341 0.88% 364 -5.51% 344 7

❺売買 313 1.60% 334 -4.84% 318 6

❻税務 281 2.49% 300 -4.00% 288 5

❼税関 269 -4.83% 287 -10.86% 256 9

❽知的財産権 190 -2.63% 203 -8.80% 185 8

❾商標 113 30.97% 121 22.68% 148 1

10貿易 162 -24.07% 173 -28.88% 123 12

11医療・保健 123 -6.50% 131 -12.42% 115 10

12合資・合弁 80 26.25% 85 18.25% 101 2

総数 3,602 0.08% 3,846 -6.25% 3,605 ―



遭遇したビジネス上のトラブルの解決方法とその
満足度を把握するため、トラブルに対する解決方
法と、その解決結果についての満足度について調
べた結果、表3に示す結果が得られた。表3によ
れば、台湾企業が中国でビジネストラブルに直面
した際、選択した解決方法は比率が高い順に、(1)
現地政府(26.86%)、(2)司法(24.59%)、(3)台湾
企業協会(22.92%)、(4)仲裁(13.92%)、(5)個人
ルート(11.69%)だった。台湾企業が中国でビジ
ネストラブルに直面した場合、現地政府に助けを
求めることが主要な解決方法であることが分か
る。また、選択した解決方法について「非常に満
足」と答えた比率が高かったのは、(1)台湾企業協
会(31.17%)、(2)仲裁(22.00%)、(3)個人ルート
(18.25%)、(4) 現 地 政 府 (12.78%)、(5) 司 法
(6.23%)の順だった。2011 年の順位は 2010 年と
同じであり、この結果から、中国進出台湾企業が
トラブルに直面した際、台湾企業協会を利用して
解決すると満足度の高い結果を得られ、一方で現
地政府に助けを求めたり、司法手段に訴えたりし

た場合は満足度が低いことが分かる。

❷中国大陸における台湾企業の今後の展開予想都
市分析
2011《TEEMA調査報告》では、台湾企業が将

来、中国のどの都市で投資を行いたいかという調
査を行なった。その結果、回答者が記入した都市
は延べ 2,098 都市に上った。回答者が将来の投資
先として検討している中国又はその他の地域の都
市で最も多かったのは上海で、その比重は
13.25% であった。次いで多かったのは成都
(8.10%)、重 慶 (6.10%)、昆 山 (5.34%)、北 京
(4.96%)、天津(4.00%)、アモイ(3.43%)、蘇州
(3.38%)、杭州(3.34%)、南京(2.76%)であった。
中国進出台湾企業が今後の投資先として考えてい
る都市については表4に示すとおりである。
2007 年から 2011 年までの《TEEMA調査報告》
で、5年連続で「台湾企業の今後の展開予定都市」
に入ったのは、上海、成都、昆山、北京、アモイ、
蘇州、杭州の7都市だった。4年入ったのは天津
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表3 2010《TEEMA調査報告》トラブルの解決方法に対する満足度と解決方法の割合

解決方法 未解決 非常に不満 不満 満足 非常に満足 合計

❶司 法
47 72 286 92 33 530

8.87% 13.58% 53.96% 17.36% 6.23% 24.59%

❷現地政府
54 75 264 112 74 579

9.33% 12.95% 45.60% 19.34% 12.78% 26.86%

❸仲 裁
23 29 58 124 66 300

7.67% 9.67% 19.33% 41.33% 22.00% 13.92%

❹台湾企業協会
19 68 90 163 154 494

3.85% 13.77% 18.22% 33.00% 31.17% 22.92%

❺個人ルート
26 54 46 80 46 252

10.32% 21.43% 18.25% 31.75% 18.25% 11.69%

合 計
169 298 744 571 373 2,155

7.84% 13.83% 34.52% 26.50% 17.31% 100.00%
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のみで、3年入ったのはベトナム、青島、2年入っ
たのは重慶と南京だった。注目すべきは、2008 年
に初めて5位にランクインしたベトナムが、その
後、年々順位を下げていることである。2011 年は
11 位で、全体に占める比重は 2.34% であった。
ベトナムがベスト 10 から外れたことは、立地条
件と相対的なコスト上の優位性があっても、言語
や文化の違い、ストライキの頻発、関連のインフ
ラ建設の後れなどがネックとなり、台湾企業の投
資意欲を下げていることを意味している。ベトナ
ムの他、今年「台湾企業の将来における中国展開
予定都市」に挙げられた東アジア及び東南アジア
国家にはインド（0.57%）、インドネシア（0.29%）、
タイ（0.14%）、シンガポール（0.10%）、マレーシ
ア（0.10%）があり、南米からはブラジル（0.24%）、
メキシコ（0.10%）がランクインした。
❸台湾企業の「今後の展開予定都市」の産業別分
析
《TEEMA調査報告》は 2006 年以降、対中投資
を行っている台湾企業が今後展開を予定している
都市について、産業別に分析を行っている。2011
《TEEMA調査報告》では、対中投資を行う台湾
企業の産業を(1)ハイテク産業、(2)従来型産業、
(3)サービス産業の3つに分類した。結果は表5
が示すとおりである。
1. ハイテク産業：2011 年の上位 10 都市は、①上
海、②昆山、③蘇州、④重慶、⑤杭州、⑥成都、
⑦天津、⑧アモイ、⑨南京、⑩北京であった。
2010 年のトップ 10 は、①蘇州、②昆山、③寧
波、④上海、⑤北京、⑥アモイ、⑦南京、⑧深
圳、⑨天津、⑩重慶であった。2011《TEEMA
調査報告》では、2010 年にトップだった昆山に
代わって、上海がトップとなった。また、寧波
と深圳が上位 10 都市から撤退し、代わって杭
州と成都が入った。アメリカの雑誌『フォーブ
ス』2010 年 10 月号で特集された「今後 10 年間
で最も成長する都市ランキング」で成都は世界

1位、重慶は2位に選ばれた。近年、成都はハ
イテク産業の発展に力を入れており、IT 産業
を戦略的支柱産業にすることを決定している。
このため成都は、中国大陸中西部における重要
な IT 産業のクラスター形成地となっている。
デル・コンピュータやシスコ・システムズといっ
た世界的に有名なハイテク企業のほか、台湾の
富士康（フォックスコン）、仁宝電脳（コンパル）、
緯創資通（ウィストロン）が既に成都への投資
を行っている。一方、重慶は西部唯一の直轄市
であり、内陸交通のかなめである。更に労働力
や人材資源が豊富なことから、沿海都市からの
企業移転の受入先となっている。フォード、マ
イクロソフト、ヒューレットパッカード等の外
資系企業が相次いで対重慶投資を行っており、
今後の発展が期待されている。

2. 従来型産業：2011 年の上位 10 都市は、①重慶、
②昆山、③成都、④天津、⑤上海、⑥北京、⑦
杭州、⑧アモイ、⑨合肥、⑩鄭州の順番であっ
た。2010 年の上位 10 都市は、①昆山、②蘇州、
③杭州、④武漢、⑤無錫、⑥天津、⑦上海、⑧
重慶、⑨済南、⑩アモイであった。2010 年と
2011 年の結果を比べると、2011 年は新たに成
都、北京、合肥、鄭州が加わった。また、沿海
都市の比重が下がった一方、内陸都市の比重が
上昇した。これは、中国大陸の沿海都市の投資
環境が徐々に悪化し、労働者不足や電力不足な
どの問題が頻発し、それにより経営コストが上
昇しているため、台湾企業が相対的にコストの
低い中部や西部地域への進出を進めようとして
いることを意味している。例えば合肥では、世
界の家電製造拠点となることを目標に掲げてい
る。合肥は、他の都市から生産拠点をシフトす
る企業を受け入れた結果、2011 年第1四半期に
は長江デルタ、珠江デルタ、北京等の地域から
の流入資金が 363 億 4600 万元に上った。

3. サービス産業：2011 年の上位 10 都市は、①上

交流 2012.6 No.855

― 36 ―



海、②北京、③蘇州、④杭州、⑤アモイ、⑥大
連、⑦成都、⑧青島、⑨広州、⑩昆山の順番だっ
た。2010 年の上位 10 都市は、①上海、②成都、
③蘇州、④杭州、⑤北京、⑥広州、⑦青島、⑧
昆山、⑨寧波、⑩アモイであった。2010 年と
2011 年の結果を比べると、上海が2年連続で
トップとなっている。これは、上海のサービス
産業の発展潜在力が注目されていることを示し
ている。このほか、大連が寧波に代わり、上位
10 都市にランクインした。
4. 産業別の都市展開：2010 年と 2011 年の調査結
果を比較すると、ハイテク産業、従来型産業、
サービス産業の「今後の展開予定都市」は、従
来型産業で比較的大きな変化があり、内陸への
進出を検討する台湾企業が増えたが、ハイテク
産業とサービス産業では若干の変動にとどまっ
た。

4．中国「都市競争力」

2011《TEEMA調査報告》では、中国各都市の

総合競争力を分析した。2011 年の調査では有効
回答が 15 件を上回り、かつ地級市5、省会6、副省
級都市7、直轄市である都市は合計 67 都市であっ
た。これらについて総合的な競争力分析を行うと
ともに、点数の高低に基づいて Aから Dまでの
4等級に分類した。
1.【A】ランク都市：【A】ランクに分類されたの
は合計 10 都市で、トップ5は上海、北京、天津、
広州、蘇州であった。【A】ランク都市は依然と
して沿海都市が中心となっている。また、成都
は【A】ランク都市の中で最も上昇幅が大きく、
2010 年に比べて4つ順位を上げた。

2.【B】ランク都市：【B】ランク都市に分類された
のは合計 23 都市で、トップ5は南京、大連、瀋
陽、青島、無錫であった。この 23 都市を更に分
析すると、2010 年に【A】ランク都市だったが、
2011 年に【B】ランクにダウンした都市は南京
（A13 → B01）、大連（A11 → B02）、瀋陽（A07
→ B03）、青島（A14 → B04）の4都市だった。
また、2010 年に【C】ランク都市だったが 2011
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表5 2010《TEEMA調査報告》将来の投資先について：産業別

❶ハイテク産業（N=901） ❷従来型産業（N=670） ❸サービス産業（N=356）

順位 都市 サンプ
ル数

百分率
（%） 順位 都市 サンプ

ル数
百分率
（%） 順位 都市 サンプ

ル数
百分率
（%）

❶ 上海 138 15.32 ❶ 重慶 98 14.63 ❶ 上海 83 23.31

❷ 昆山 112 12.43 ❷ 昆山 92 13.73 ❷ 北京 66 18.54

❸ 蘇州 106 11.76 ❸ 成都 85 12.69 ❸ 蘇州 54 15.17

❹ 重慶 86 9.54 ❹ 天津 82 12.24 ❹ 杭州 44 12.36

❺ 杭州 74 8.21 ❺ 上海 74 11.04 ❺ アモイ 40 11.24

❻ 成都 69 7.66 ❻ 北京 69 10.30 ❻ 大連 35 9.83

❼ 天津 62 6.88 ❼ 杭州 54 8.06 ❼ 成都 28 7.87

❽ アモイ 54 5.99 ❽ アモイ 46 6.87 ❽ 青島 22 6.18

❾ 南京 47 5.22 ❾ 合肥 45 6.72 ❾ 広州 17 4.78

10 北京 42 4.66 10 鄭州 38 5.67 10 昆山 15 4.21



年は【B】ランク都市にランクアップした都市
は、昆明（C06 → B18）、徐州（C08 → B23）の
2都市。
3.【C】ランク都市：【C】ランク都市に分類された
のは合計 27 都市で、トップ5は温州、紹興、泉
州、南昌、嘉興であった。そのうち、2010 年に
【B】ランク都市だったが、2011 年に【C】ラン
クにダウンした都市は泉州（B15 → C03）、南昌
（B19 → C04）の2都市だった。また、2010 年
に【D】ランク都市だったが 2011 年は【C】ラン
ク都市にランクアップしたのは宜昌（D01 →
C22）、襄陽（D05 → C23）、日照（D06 → C24）、
連雲港（D02 → C26）、漳州（D03 → C27）の5
都市であった。また、泉州は【C】ランク都市の
中で最も下落幅が大きく、2010 年に比べて7つ

順位を下げた。
4.【D】ランク都市：【D】ランク都市に分類され
たのは合計7都市で、2010 年に【C】ランク都
市だったが、2011 年に【D】ランクにダウンし
た都市は贛州（C21 → D02）のみだった。贛州
が全体的な指数を下げたのは、主にその経済条
件と永続発展条件からであった。また、2011 年
に【D】ランク都市に分類された7都市は、い
ずれも前年に比べて指数を下げた。そのうち北
海は3年連続での最下位となった。このことか
ら【D】ランク都市の地方政府は全面的に努力
し、インフラ建設、財政政策、投資条件、経済
方面、雇用水準、永続発展などを強化しなけれ
ばならない。それにより今後の順位改善を期待
したい。

5 中国の地方行政単位。省クラスの行政単位と県クラスの行政単位の中間にある地区クラスの行政単位。
6 行政区分である省の政府の所在地。省都。
7 中国の地方自治体の一種であり、特に重要な地級市（二級行政区）で大幅な自主権が与えられる。

交流 2012.6 No.855

― 38 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


